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　2019年４月にＪＲ京都線・ＪＲ総持寺駅近くに開設した追手門学院茨木総持寺キャンパス。宇宙船のような大学棟「アカデミッ
クアーク」（上段写真右）と客船のような中学高校棟「スマートパレット」（上段写真左手）、それに食堂棟（上段写真中央）の三つ
の建物で構成しています。このうち「アカデミックアーク」では１年生と地域創造学部、国際教養学部の学生たちが学んでいます（下
段写真左：２～４階ディスカバリープロムナード、下段写真中央：１階WIL�HALL、下段写真右：WIL�STUDIO）。

写真提供：学校法人　追手門学院（大阪府大阪市）
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助
成
業
務

　

私
学
事
業
団
で
は
、「
平
成
30
年
度
学
校

法
人
等
基
礎
調
査
」
を
基
に
平
成
29
年
度
決

算
デ
ー
タ
を
集
計
し
、
平
成
30
年
度
版
『
今

日
の
私
学
財
政
（
幼
稚
園
・
特
別
支
援
学
校

編
）』
と
『
今
日
の
私
学
財
政
（
専
修
学
校
・

各
種
学
校
編
）』
を
８
月
に
刊
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、『
今
日
の
私
学
財
政
（
幼
稚
園
・

特
別
支
援
学
校
編
）』
よ
り
、
幼
稚
園
の
財

務
状
況
に
つ
い
て
概
略
を
解
説
し
ま
す
。

園
児
数･

幼
稚
園
数
と
も
に
増
加

　

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と

私
立
・
国
立
・
公
立
を
合
わ
せ
た
平
成
29
年

度
の
園
児
数
は
、
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
保
連

携
型
・
幼
稚
園
型
）
を
含
め
る
と
、
平
成
25

年
度
の
１
５
８
万
４
千
人
か
ら
１
７
７
万
８

千
人
と
な
り
19
万
４
千
人
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
幼
稚
園
数
に
つ
い
て
も
、
認
定

こ
ど
も
園
の
増
加
に
よ
り
、
１
５
０
８
園
増

加
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

幼
稚
園
法
人
の
約
３
割
は

�

事
業
活
動
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス

収
支
状
況

　

１
法
人
当
た
り
の
事
業
活
動
収
支
計
算
書

よ
り
、
平
成
25
年
度
と
平
成
29
年
度
を
比

較
す
る
と
、
収
入
の
部
で
は
、
補
助
金
が 

３
１
７
７
万
円
増
加
し
、
事
業
活
動
収
入
は

３
４
９
８
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
支
出
の

部
で
は
、
人
件
費
が
１
９
１
２
万
円
増
加
、

経
費
も
６
４
９
万
円
増
加
し
、
事
業
活
動
支

出
は
２
５
９
６
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
・
経
費
の
増
加
額
の
合
計
に
対
し

て
、
事
業
活
動
収
入
の
増
加
額
の
方
が
上

回
っ
た
た
め
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支

差
額
（
事
業
活
動
収
入
－
事
業
活
動
支
出
＝

事
業
活
動
収
支
差
額
）は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
事
業
活
動
収
支
差
額
が
マ

イ
ナ
ス
の
幼
稚
園
法
人
数
は
１
４
９
５
法
人

で
、集
計
法
人
の
約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
営
状
況
の
目
安
と
な
る
事
業
活
動
収
支
差

額
を
プ
ラ
ス
へ
移
行
さ
せ
る
方
策
を
検
討
し

て
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
い

え
ま
す
（
表
２
・
３
）。

財
政
状
態

　

１
法
人
当
た
り
の
貸
借
対
照
表
よ
り
、
平

成
25
年
度
と
平
成
29
年
度
を
比
較
す
る
と
、

資
産
の
部
で
は
有
形
固
定
資
産
が
５
４
６
１

万
円
、
流
動
資
産
が
２
８
５
６
万
円
そ
れ
ぞ

れ
増
加
し
、
現
金
預
金
の
増
加
も
含
め
、
資

産
の
部
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

構
成
比
率
を
み
る
と
有
形
固
定
資
産
が

０
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
64
・
２
％
と
な
っ

て
お
り
、
施
設
・
設
備
投
資
を
控
え
、
資
金

を
現
金
預
金
と
し
て
内
部
留
保
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

負
債
及
び
純
資
産
の
部
で
は
、
固
定
負
債

及
び
流
動
負
債
の
金
額
は
増
加
し
ま
し
た

私
立
幼
稚
園
の
財
務
状
況
《
平
成
29
年
度
決
算
集
計
》

表１　園児数と幼稚園数� （単位：人、園）
区　分 25年度 29年度 差引

園 児 数 1,583,610 1,777,658 194,048 

　 私 立 1,303,661 1,503,772 200,111 

　 国 立 5,785 5,288 △ 497 

　 公 立 274,164 268,598 △ 5,566 

幼稚園数 13,043 14,551 1,508 

　 私 立 8,177 9,998 1,821 

　 国 立 49 49 0 

　 公 立 4,817 4,504 △ 313 
（注1）文部科学省「学校基本調査報告書」より。
（注2）認定こども園（幼保連携型・幼稚園型）を含む。

表２　事業活動収支計算書（１法人当たりの金額）� （単位：千円）

区　　　　　分 25年度 29年度 差引金額 構成比率 金額 構成比率

収
入
の
部

学生生徒等納付金 67,994 45.1% 63,508 34.2% △ 4,486 
補 助 金 56,191 37.2% 87,960 47.3% 31,769 
そ の 他 26,727 17.7% 34,427 18.5% 7,700 
事 業 活 動 収 入 150,912 100.0% 185,896 100.0% 34,984 

支
出
の
部

人 件 費 86,053 57.0% 105,175 56.6% 19,122 
経 費 49,652 32.9% 56,140 30.2% 6,488 
そ の 他 2,386 1.6% 2,732 1.5% 346 
事 業 活 動 支 出 138,091 91.5% 164,047 88.2% 25,956 

基本金組入前当年度収支差額
（事業活動収支差額） 12,822 8.5% 21,849 11.8% 9,027 

基 本 金 組 入 額 △ 16,188 △ 10.7% △ 23,002 △ 12.4% △ 6,814 
当 年 度 収 支 差 額 △ 3,367 △ 2.2% △ 1,153 △ 0.6% 2,214 

（注） 平成25年度の事業活動収入は帰属収入、事業活動支出は消費支出、基本金組入前当年度収支
差額は帰属収支差額、当年度収支差額は消費収支差額を掲載している。

表４　貸借対照表（１法人当たりの金額） （単位：千円）

区　　　　　分
25年度 29年度

差引
金額 構成比率 金額 構成比率

資
産
の
部

有 形 固 定 資 産 388,965 64.8% 443,578 64.2% 54,613 
特 定 資 産 − − 54,106 7.8% −
その他の固定資産 78,521 13.1% 32,765 4.7% △ 45,756 
流 動 資 産 132,387 22.1% 160,947 23.3% 28,560 
資 産 合 計 599,873 100.0% 691,397 100.0% 91,524 

負
債
及
び
純
資
産

の
部

固 定 負 債 37,728 6.3% 47,846 6.9% 10,118 
流 動 負 債 23,457 3.9% 27,824 4.0% 4,367 
基 本 金 552,246 92.1% 624,842 90.4% 72,596 
繰 越 収 支 差 額 △ 13,558 △ 2.3% △ 9,115 △ 1.3% 4,443 
負債・純資産合計 599,873 100.0% 691,397 100.0% 91,524 

（注1） 学校法人会計基準の改正により、特定資産（使途が特定された預金等）が中科目として設
けられた。

（注2）平成25年度の繰越収支差額は消費収支差額を掲載している。

表３　事業活動収支差額がマイナスの法人数

年度 集計法人数
（A）

事業活動収支差額が
マイナスの法人

法人数（B） 割合（B/A） 

25 5,068 1,722 34.0% 

26 5,110 1,740 34.1% 

27 5,073 1,370 27.0% 

28 5,012 1,427 28.5% 

29 5,033 1,495 29.7% 

（注） 平成27年度以前の事業活動収支差額のマイナス
の法人数は帰属収支差額がマイナスの法人数を
掲載している。
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助
成
業
務

が
、資
産
の
部
の
合
計
額
が
増
加
し
た
た
め
、

固
定
負
債
及
び
流
動
負
債
の
構
成
比
率
は
横

ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
４
）。

主
要
財
務
比
率
で
財
務
分
析
を
！

　

最
後
に
、
幼
稚
園
部
門
に
つ
い
て
、
事
業

活
動
収
支
計
算
書
関
係
比
率
（
加
重
平
均
）

の
中
か
ら
、
収
入
の
構
成
割
合
を
見
る
た
め

の
学
生
生
徒
等
納
付
金
比
率
、補
助
金
比
率
、

支
出
の
構
成
割
合
を
見
る
た
め
の
人
件
費
比

率
、
教
育
研
究
（
管
理
）
経
費
比
率
、
収
入

と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
る
た
め
の
人
件
費

依
存
率
、
学
校
法
人
等
の
経
営
状
況
を
見
る

た
め
の
事
業
活
動
収
支
差
額
比
率
（
旧
・
帰

属
収
支
差
額
比
率
）
を
都
道
府
県
ご
と
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　

各
財
務
比
率
の
見
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
『
今

日
の
私
学
財
政
』に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
財
務
比
率
だ
け
で
財
政
や
経
営

を
判
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各

学
校
法
人
等
に
お
い
て
、
今
後
の
経
営
改
善

を
進
め
る
際
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ

い
（
表
５
）。

　
「
学
校
法
人
等
基
礎
調
査
」
は
毎
年
、
各

都
道
府
県
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご

協
力
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
６
～
７
８
４
８

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

表５　都道府県別財務比率一覧（幼稚園部門）

区　分 部　門　数 学 生 生 徒 等
納 付 金 比 率 補 助 金 比 率 人 件 費 比 率 人 件 費 依 存 率 教育研究（管理）

経　費　比　率
事業活動収支
差 額 比 率

25年度 29年度 25年度 29年度 25年度 29年度 25年度 29年度 25年度 29年度 25年度 29年度 25年度 29年度
園 園 % % % % % % % % % % % %

北海道 454 423 50.1 27.8 38.7 65.2 62.8 60.7 125.3 217.9 31.2 27.0 4.6 16.6
青　森 108 98 45.8 21.6 36.7 70.3 68.6 62.4 149.9 289.0 35.4 26.7 △ 5.1 15.4
岩　手 81 78 38.4 24.6 45.2 64.2 55.4 62.9 144.0 255.3 33.8 31.3 10.1 9.4
宮　城 149 149 44.6 44.2 41.3 43.9 54.2 58.6 121.6 132.7 34.0 33.1 11.3 9.5
秋　田 62 63 44.2 19.1 39.1 72.8 61.7 63.1 139.6 330.6 37.7 27.6 △ 0.1 12.3
山　形 82 83 35.0 23.6 47.1 64.5 61.3 62.4 175.3 264.3 32.5 33.0 4.9 5.0
福　島 117 122 36.7 25.4 45.1 56.1 54.6 56.2 148.6 221.0 34.4 31.1 9.7 18.0
茨　城 185 179 34.5 24.3 47.9 64.4 55.1 59.8 159.9 245.8 30.7 29.5 12.5 13.2
栃　木 178 174 49.7 30.0 39.6 63.6 59.9 60.0 120.4 200.2 31.4 29.3 6.0 15.2
群　馬 118 112 47.1 25.9 40.5 66.1 63.1 62.3 133.9 240.8 34.5 29.3 1.5 16.6
埼　玉 519 520 50.3 46.3 30.9 37.7 56.1 59.7 111.6 128.8 35.1 35.2 7.5 8.2
千　葉 394 392 51.5 46.8 33.1 40.0 58.4 60.8 113.4 129.9 31.0 31.9 8.9 10.7
東　京 505 536 53.5 49.1 29.7 35.1 57.1 60.6 106.7 123.4 29.7 30.9 11.2 9.8
神奈川 524 535 57.7 47.5 25.5 38.3 57.9 59.9 100.4 126.1 31.0 30.7 9.7 10.2
新　潟 103 102 38.7 24.9 49.6 68.0 58.1 62.2 150.2 250.1 33.8 27.7 6.5 10.9
富　山 51 51 44.0 25.9 40.8 68.1 56.0 59.3 127.4 228.5 45.1 35.7 △ 4.1 12.3
石　川 58 46 48.3 36.6 44.3 56.8 60.7 62.6 125.6 170.9 30.8 30.6 7.9 8.8
福　井 30 30 42.8 28.3 41.1 66.3 54.7 57.9 127.6 204.7 30.4 33.2 14.7 20.9
山　梨 59 60 42.8 27.3 40.8 61.1 63.0 65.0 147.2 237.8 34.5 30.3 1.5 5.6
長　野 88 100 46.4 37.9 40.2 51.9 63.5 64.1 136.9 169.1 33.4 30.2 2.2 8.7
岐　阜 98 98 53.4 47.4 30.2 41.5 59.5 60.4 111.3 127.6 34.6 33.6 5.2 5.4
静　岡 212 218 43.6 36.0 41.1 57.4 58.5 62.0 134.0 172.2 32.1 33.0 8.6 13.7
愛　知 409 407 40.1 34.3 44.4 52.3 59.6 60.7 148.5 176.8 32.9 32.5 6.6 7.0
三　重 57 59 54.4 44.4 33.3 49.5 59.6 57.8 109.6 130.2 43.9 33.2 △ 7.3 17.0
滋　賀 27 26 34.4 21.5 53.2 69.9 64.7 62.6 187.7 291.2 29.7 30.6 4.9 7.3
京　都 145 134 44.1 40.6 40.1 43.8 60.9 64.1 137.9 158.1 35.1 36.0 3.0 1.7
大　阪 395 388 40.9 31.2 40.7 55.1 55.9 58.3 136.8 187.0 35.4 34.9 7.4 8.4
兵　庫 201 209 46.6 36.8 35.5 47.4 55.0 58.8 118.0 159.8 34.9 32.0 7.9 12.7
奈　良 41 40 49.5 42.9 32.2 42.1 63.4 64.3 128.0 150.0 45.7 39.5 △ 9.4 △ 0.1
和歌山 40 39 37.8 26.8 46.6 60.5 65.9 62.5 174.3 233.3 31.0 29.9 0.4 10.9
鳥　取 23 25 45.9 31.0 40.6 57.6 66.2 65.8 144.1 212.3 30.9 28.6 1.6 7.5
島　根 10 9 49.2 15.6 38.2 56.9 66.7 53.3 135.7 341.3 46.5 24.7 △ 15.6 21.7
岡　山 35 33 38.9 27.8 42.0 55.3 64.0 57.9 164.4 207.9 30.8 30.3 4.9 11.1
広　島 167 188 40.9 34.0 45.1 54.0 50.2 54.2 122.9 159.4 39.3 37.5 9.3 9.3
山　口 106 113 32.1 21.8 53.9 68.4 63.2 60.2 197.0 275.9 32.2 27.6 3.9 13.9
徳　島 10 10 51.5 37.7 33.5 54.3 59.4 70.9 115.2 188.3 32.0 29.4 7.6 12.0
香　川 34 32 46.7 35.8 37.9 53.0 57.0 56.9 121.9 158.9 30.6 30.3 11.8 14.6
愛　媛 82 82 47.0 27.1 36.9 63.8 58.5 57.1 124.5 210.4 29.7 26.5 9.6 20.7
高　知 29 29 40.4 24.2 45.1 69.0 64.1 59.2 158.5 244.9 31.2 26.7 4.1 13.9
福　岡 338 361 49.6 45.1 34.4 44.0 52.9 56.0 106.5 124.3 31.5 33.7 14.2 13.5
佐　賀 84 82 45.4 28.1 39.6 67.4 52.0 60.7 114.5 216.3 31.0 28.4 15.7 19.0
長　崎 120 109 46.9 25.9 37.3 62.8 57.5 59.3 122.7 229.2 32.3 27.6 8.7 14.8
熊　本 107 106 33.4 23.7 57.3 71.2 62.2 59.8 185.9 252.2 27.7 26.4 9.1 14.7
大　分 60 62 38.2 25.2 48.3 66.2 57.0 57.3 149.2 227.1 35.2 27.8 6.4 20.2
宮　崎 112 104 32.6 21.4 52.4 70.1 58.5 58.6 179.3 274.5 30.5 27.5 10.1 14.9
鹿児島 139 136 32.7 21.2 53.0 64.9 55.6 58.8 169.7 277.1 32.6 25.9 11.4 23.4
沖　縄 30 33 47.8 40.8 35.8 45.5 53.2 58.7 111.3 143.9 32.4 34.3 14.1 6.9

全国平均 6,976 6,985 47.0 36.9 37.1 51.0 57.7 59.8 122.7 162.3 32.8 31.5 8.0 11.4
（注1）部門数は今日の私学財政で集計した学校法人が設置する幼稚園数である。また、部門数の全国平均部分は合計数である。
（注2）平成25年度の事業活動収支差額は帰属収支差額を掲載している。
（参考） 学生生徒等納付金比率：学生生徒等納付金/経常収入〈帰属収入〉　　人件費依存率：人件費/学生生徒等納付金
　　　  補助金比率：補助金/事業活動収入〈帰属収入〉　　教育研究（管理）経費比率：（教育研究経費＋管理経費）/経常収入〈帰属収入〉
　　　  人件費比率：人件費/経常収入〈帰属収入〉　　事業活動収支差額比率：基本金組入前当年度収支差額〈帰属収支差額〉/事業活動収入〈帰属収入〉
　　　  ※〈　〉内は平成25年度の勘定科目名を記載している。
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今
回
は
、「
実
工
学
」
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、

理
論
と
体
験
学
習
を
併
せ
て
学
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
実
社
会
で
役
立
つ
工
学
教
育
を
行
う
日

本
工
業
大
学
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
の
東
武
動
物
公
園
駅
か
ら
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
５
分
の
場
所
に
、
東
京
ド
ー
ム
約

６
個
分
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
す
る
日

本
工
業
大
学
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
工
業
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
工
科

学
校
は
、
明
治
41
年
に
産
業
経
済
の
発
展
に

伴
い
、
工
業
界
で
働
く
人
々
に
実
地
で
役
立

つ
技
術
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
42
年
に
日
本
初
の
工
業
高

校
出
身
者
の
た
め
の
大
学
と
し
て
「
工
学
理

論
を
現
場
の
技
術
と
し
て
生
か
す
こ
と
の
で

き
る
技
術
者
の
育
成
」
を
建
学
の
精
神
と
し

て
、
日
本
工
業
大
学
を
開
学
し
ま
し
た
。

　

開
学
以
来
、
工
学
部
1
学
部
の
み
の
体
制

で
し
た
が
、
平
成
30
年
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

社
会
が
求
め
る
人
材
像
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
基
幹
工
学
部
、
先
進
工
学
部
、
建
築

学
部
の
３
学
部
６
学
科
２
コ
ー
ス
へ
の
改
編

を
行
い
、「
継
承
と
進
化
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
、
新
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

【
実
工
学
教
育
】

　

日
本
工
業
大
学
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ

き
、
実
社
会
で
役
立
つ
実
践
的
な
工
学
教
育

を
伝
統
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ベ
ー
ス
は
、

地
に
足
の
つ
い
た
技
術
を
新
た
な
価
値
創
造

に
生
か
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
実
工
学
を
社

会
変
化
に
対
応
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
新
し

い
社
会
変
化
を
生
み
出
し
、
技
術
で
価
値
を

創
造
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
学

生
が
自
ら
学
び
成
長
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
し
、
教
育
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
特
長
と
い
え
る
取
り
組
み
が
、「
デ
ュ

ア
ル
シ
ス
テ
ム
」、「
工
学
基
礎
教
育
」
及
び

「
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
す
。

【
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
】

　
「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」
は
、
も
の
づ
く

り
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
同
時
に
そ
の
理
論

を
学
び
、
工
学
へ
の
興
味
を
高
め
、
実
践
的

に
力
を
養
う
た
め
の
日
本
工
業
大
学
独
自
の

シ
ス
テ
ム
で
す
。
１
年
生
か
ら
実
験
・
実
習
・

製
図
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
体
験
的
に
技
術
を

習
得
し
て
い
き
ま
す
。

　

例
と
し
て
、
先
進
工
学
部
の
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
で
は
、
学
生
が
一
人
一
台
ロ
ボ
ッ
ト

の
製
作
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
い
、
セ
ン

サ
や
モ
ー
タ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を

総
合
的
に
修
得
し
、
実
験
の
中
で
発
見
し
た

課
題
や
疑
問
を
基
に
講
義
で
理
論
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
学
生
は
、
３
年
生
ま
た

は
４
年
生
の
時
に
研
究
室
に
所
属
し
ま
す
。

そ
こ
で
指
導
教
員
に
よ
る
指
導
の
も
と
で

テ
ー
マ
を
決
め
、
集
大
成
と
な
る
卒
業
研
究

ま
た
は
卒
業
設
計
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
課
題
発
見
能
力
、
課
題
解
決
能
力
を
身

に
付
け
て
社
会
へ
出
て
い
き
ま
す
。

【
工
学
基
礎
教
育
】

　

工
学
に
必
要
な「
数
学
」、「
物
理
」及
び「
英

語
」
の
基
礎
固
め
と
、
も
の
づ
く
り
の
基
礎

を
実
践
的
に
鍛
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
社
会
変
化

に
対
応
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
価
値

の
創
造
や
、
技
術
者
と
し
て
の
基
礎
を
し
っ

か
り
と
固
め
る
た
め
、「
理
数
・
語
学
リ
テ

ラ
シ
ー
」
と
「
も
の
づ
く
り
リ
テ
ラ
シ
ー
」

の
二
つ
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
理
数
・
語
学
リ
テ
ラ
シ
ー
」
で
は
、「
数

学
」、「
物
理
」
及
び
「
英
語
」
の
科
目
に
お

い
て
、
入
学
時
に
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
（
ク
ラ

ス
分
け
）
テ
ス
ト
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
基

に
、
一
人
ひ
と
り
の
学
力
に
あ
っ
た
段
階
の

科
目
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
１
年

を
４
期
に
分
け
た
「
ク
ォ
ー
タ
制
」
を
導
入

し
、
段
階
的
に
学
ぶ
こ
と
で
着
実
に
基
礎
を

身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
週
２
回
の
授
業
を
実

屋上の太陽光発電設備が特徴的な大学本館

プレースメントテストとクォータ制による基礎教育

日
本
工
業
大
学

未
来
の
価
値
を
創
造
す
る「
実
工
学
教
育
」

学
校
訪
問
記
～
未
来
に
向
か
っ
て
～
　
第
10
回

シ リ ー ズ
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施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
人
ひ
と
り
の
学
修
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
専
属
チ
ュ
ー
タ
ー
が
在
籍
す

る
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
外
国
人
講
師
と

英
語
で
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
英
語
教
育

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
も
の
づ
く
り
リ
テ
ラ
シ
ー
」
で
は
、
も

の
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
知
識
・
技
能
と
し

て
「
道
具
の
正
し
い
使
い
方
」、「
素
材
に
対

す
る
適
正
な
理
解
」
及
び
「
安
全
な
作
業
環

境
の
確
保
」
な
ど
を
修
得
す
る
た
め
、
１
年

生
に
「
も
の
づ
く
り
基
礎
実
習
」
を
配
置
し
、

上
位
学
年
で
の
高
度
化
す
る
演
習
や
実
習
を

安
全
か
つ
適
正
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

共
通
教
育
科
目
に
は
、
役
立
つ
ノ
ー
ト
の

取
り
方
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
方
法
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
取

り
組
み
方
な
ど
、
大
学
で
学
ぶ
う
え
で
必
要

な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
ス
タ
デ
ィ
ス
キ
ル
ズ
Ⅰ
・
Ⅱ
」
を
配
置
し
、

学
ぶ
こ
と
へ
の
意
識
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
環
境
系
科
目
も
充
実
し
て
お
り
、
幅
広

い
視
点
か
ら
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、今
後
の
講
義
や
実
習
等
の
学
び
の
中
で
、

常
に
環
境
に
つ
い
て
意
識
す
る
と
い
う
姿
勢

が
自
然
と
身
に
付
き
ま
す
。

【
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　

授
業
で
学
ん
だ
工
学
の
知
識
と
技
術
を
生

か
し
て
、
個
人
や
チ
ー
ム
で
リ
ア
ル
な
も
の

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
の
が
、
カ

レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
の
興
味
関
心

に
合
わ
せ
た
10
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
工
房
）
を

用
意
し
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
製
作

を
行
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
科
目
で
す
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
の
自
発
性
を
大

切
に
し
、
教
員
が
親
身
に
指
導
す
る
正
規
科

目
と
な
っ
て
お
り
、
学
内
の
施
設
設
備
を
フ

ル
活
用
し
た
製
作
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
国
内
外
の
大
会
や
展
覧
会

に
出
場
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の

体
験
が
大
き
な
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
10
の
工
房
）

　
① 
機
械
加
工
工
房

　
② 
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
工
房

　
③ 

モ
ノ
創
り
デ
ザ
イ
ン
工
房

　
④ 

知
能
化
モ
ビ
リ
テ
ィ

　
⑤ Science G

rit

　
⑥ 

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
研
究

　
⑦ 

ロ
ボ
ッ
ト
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
⑧  

フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

工
房

　
⑨ 

木
造
建
築
工
房

　
⑩ 

物
理
体
感
工
房

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
学
習
基
盤
を

強
化
し
、
実
工
学
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
特
色
あ
る
施
設
】

　

大
学
設
立
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
進
め
ら
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
の
う

ち
、「
多
目
的
講
義
棟
（
５
号
館
）」
が
平
成

30
年
12
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

こ
の
建
物
は
、地
上
７
階
建
て
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

建
設
さ
れ
、
少
人
数
に
よ
る
ゼ
ミ
や
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
、
３
０
０
人
を
収
容
で
き
る
大
教

室
ま
で
あ
り
、
多
様
な
学
修
ス
タ
イ
ル
に
対

応
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
応
用
化
学
科
の
開
設
に
伴
い
、
新

た
に
建
設
さ
れ
、
令
和
元
年
７
月
に
竣
工
し

た
、「
応
用
化
学
棟
」
に
は
化
学
系
の
最
先

端
の
実
験
施
設
や
研
究
室
、
ゼ
ミ
室
等
を
備

え
、
秋
学
期
以
降
の
運
用
開
始
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昭
和
62
年
に
学
園
創
立
80
周
年
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
開
設
さ
れ

た
「
工
業
技
術
博
物
館
」
に
は
、
大
学
が
所

蔵
す
る
歴
史
的
工
作
機
械
や
イ
ギ
リ
ス
の
蒸

気
機
関
車
が
動
態
保
存
さ
れ
、
一
般
に
も
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
７
月
に
、
博

物
館
が
所
蔵
す
る
歴
史
的
工
作
機
械
群
が
日

本
機
械
学
会
の
「
機
械
遺
産
」
に
認
定
さ
れ

て
お
り
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
た
工

業
技
術
の
発
達
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　

日
本
工
業
大
学
で
は
、
創
設
時
か
ら
実
工

学
教
育
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
産
業
経
済
の

発
展
に
伴
い
、
工
業
界
で
必
要
と
さ
れ
る
人

材
の
育
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
進
展
な
ど
に

よ
る
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
学
部

改
編
や
共
通
教
育
改
革
、
学
生
の
意
欲
を
引

き
出
す
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
実
社
会
で
「
学
び
続

け
る
技
術
者
」
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
改

革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

私
立
大
学
に
お
い
て
、
最
も
重
要
で
あ
る

建
学
の
精
神
を
継
承
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
対
応
し
た
教
育
を
行
う
大
学
へ
進
化

し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
取
材
と

な
り
ま
し
た
。

【
取
材
】
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

平成 30 年 12 月に竣工した多目的講義棟

製作した車で大会に参加するフォーミュラ工房
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学
院
紹
介

　

学
校
法
人
追
手
門
学
院
は
、１
８
８
８（
明

治
21
）
年
、
大
阪
偕
行
社
附
属
小
学
校
と
し

て
創
立
し
ま
し
た
。
創
設
者
は
、
薩
摩
藩
士

（
元
陸
軍
大
臣
・
明
治
天
皇
侍
従
）
高
島
鞆

之
助
で
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
（
せ
ご
）
ど

ん
」
で
も
紹
介
さ
れ
た
「
郷
中
（
ご
じ
ゅ
う
）

教
育
」
と
し
て
地
域
の
年
中
者
が
若
輩
者
に

教
育
を
施
し
ま
し
た
。
西
郷
隆
盛
と
と
も
に

薩
摩
藩
独
自
の
教
育
を
受
け
た
創
設
者
高
島

の
教
育
思
想
は
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
新
教

育
Ｗ
Ｉ
Ｌ
」
と
し
て
よ
み
が
え
り
ま
す
。

追
大
開
設
と
そ
の
後
の
経
過

　

独
立
自
彊
・
社
会
有
為
（
個
性
豊
か
な
、

社
会
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
人
材
を
育
成
す
る
）

を
教
育
理
念
と
し
て
掲
げ
た
本
学
は
、
１
９

６
６
年
４
月
、
大
阪
府
茨
木
市
安
威
の
地
に

追
手
門
学
院
大
学
を
開
設
し
、
今
や
、
こ
ど

も
園
か
ら
大
学
院
ま
で
を
擁
す
る
総
合
学
園

と
な
り
ま
し
た
。

　

設
立
当
初
、
高
度
経
済
成
長
期
の
恩
恵
を

受
け
、
努
力
し
な
く
と
も
学
生
が
集
ま
る
時

代
が
続
い
た
結
果
、
い
つ
の
間
に
か
志
願
者

が
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
偏
差
値
も
大
幅

に
ダ
ウ
ン
す
る
と
い
う
事
態
が
20
年
近
く
続

き
ま
し
た
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

　

２
０
１
１
年
７
月
、
追
手
門
学
院
小
・
中
・

高
の
卒
業
生
で
、
弁
護
士
で
あ
っ
た
私
に
次

期
理
事
長
へ
の
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
法
律
家
と
し
て
、
改
正
私
学
法
に
基

づ
き
、
理
事
会
が
最
高
議
決
機
関
と
し
て
の

役
割
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
大
学
経
営
に
責
任
を
負
う
立
場
に
な
い

教
授
会
が
大
学
運
営
を
す
る
た
め
の
根
拠
と

さ
れ
た
寄
付
行
為
、
学
内
規
程
を
次
々
に
改

廃
し
、
教
授
会
の
学
長
諮
問
機
関
化
、
学
長

学
内
選
挙
の
廃
止
、
大
学
評
議
会
の
廃
止
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
先

陣
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
は
、
改
正
学
校
教

育
法
が
教
授
会
の
学
長
諮
問
機
関
化
を
法
制

化
し
た
の
が
２
０
１
４
年
で
、
本
学
で
は
、

そ
の
１
年
前
に
、
自
力
で
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
を
実
現
し
た
の
で
す
。

　

私
学
は
、
各
校
の
掲
げ
る
教
育
理
念
の
実

現
の
た
め
に
存
在
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

私
学
経
営
は
教
学
と
一
体
で
な
け
れ
ば
、
存
在

価
値
が
あ
り
ま
せ
ん
。
理
事
会
と
教
授
会
は
、

本
来
、
対
峙
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

大
学
経
営
に
、
責
任
と
権
限
を
有
す
る
最
高

議
決
機
関
と
し
て
の
理
事
会
が
、
教
学
の
代

表
者
で
あ
る
学
長
を
選
任
し
、
学
長
の
も
と

で
教
育
理
念
の
実
現
を
図
り
、
そ
れ
が
社
会

の
中
で
、
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
大
学
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ー
テ
イ
ブ
入
試
な
ど
教
学
改
革
の
推
進

　

そ
の
後
の
改
革
の
歩
み
は
、
急
ピ
ッ
チ
で

進
み
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
に
は
、
ア
サ
ー

テ
イ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
サ
ー
テ
イ
ブ
入
試

が
、
文
部
科
学
省
の
大
学
教
育
再
生
加
速
プ

ロ
グ
ラ
ム（
入
試
改
革
）に
私
学
で
唯
一
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
既
存
学
部
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に

改
組
の
手
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
度
に
は
、
待
望
の
新
学
部
、
地
域
創
造
学

部
を
開
設
し
ま
し
た
。
新
学
部
で
は
教
育
の

発
想
を
大
転
換
し
ま
し
た
。
教
室
内
の
座
学

か
ら
、学
生
が
地
域
に
出
向
く
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ワ
ー
ク
へ
。
地
域
で
の
実
体
験
を
重
視
し
ま

し
た
。

　

学
生
が
、
自
ら
地
域
社
会
に
足
を
踏
み
込

み
、
そ
の
体
験
か
ら
得
た
学
修
を
も
と
に
地

域
の
発
展
に
関
わ
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

大
学
院
改
革
も
充
実
し
、
心
理
学
研
究
科

に
お
い
て
、
念
願
の
博
士
課
程
後
期
の
新
設

も
達
成
で
き
ま
し
た
。

７
年
連
続
の
志
願
者
増

　

私
が
理
事
長
に
就
任
し
た
２
０
１
１
年
７

月
、
そ
の
年
の
大
学
志
願
者
数
は
、
わ
ず
か

６
４
０
０
人
と
な
り
、
開
学
以
来
、
最
低
を

記
録
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
改
革
、
教
学
改
革
、
新
学
部
設
置
、

学
部
改
組
な
ど
、「
す
べ
て
は
学
生
の
た
め

に
」
の
標
語
を
掲
げ
て
徹
底
的
な
教
学
改
革

を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
年
ご
と
に

志
願
者
数
が
増
大
し
、
２
０
１
９
年
度
入
試

で
は
２
万
７
６
８
４
人
に
な
り
ま
し
た
。
ま

さ
に
７
年
連
続
の
増
大
と
な
り
Ｖ
字
回
復
を

果
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
偏
差
値

も
大
幅
な
上
昇
局
面
を
迎
え
ま
し
た
。

１
３
０
周
年
記
念
事
業

　

２
０
１
８
年
は
、
学
院
創
立
１
３
０
周
年

で
し
た
。
同
年
11
月
７
日
、
大
阪
城
ホ
ー
ル

を
会
場
に
、
参
加
者
総
勢
1
万
人
の
１
３
０

周
年
記
念
式
典
を
華
や
か
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
６
０
度
に
拡
が
る
ス
タ
ン
ド
に
は
、
全

国
か
ら
の
大
学
関
係
者
、
企
業
関
係
者
、
保

護
者
、
学
生
生
徒
児
童
、
総
勢
1
万
人
が
着

席
し
、
ア
リ
ー
ナ
面
を
モ
ニ
タ
ー
に
見
立
て

る
演
出
を
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
私
か
ら
、

追
手
門
版
新
教
育
Ｗ
Ｉ
Ｌ
を
発
表
し
ま
し

た
。
３
Ｄ
で
投
影
さ
れ
た
新
キ
ャ
ン
パ
ス
プ

　
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連 載 　55

日
本
の
大
学
を
変
え
る
新
キ
ャ
ン
パ
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
教
育
で
魅
力
創
り

　
学
校
法
人
　
追
手
門
学
院
　
追
手
門
学
院
大
学
　
学
長
　
川
原 

俊
明

幼小中高大合同チームによるパフォーマンス
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ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
、
大
き
な

感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

　

前
後
し
て
、
小
中
高
大
の
合
同
吹
奏
楽
演

奏
を
バ
ッ
ク
に
し
た
幼
小
中
高
大
の
チ
ア
ダ

ン
ス
チ
ー
ム
に
よ
る
合
同
演
技
。
総
合
学
園

と
し
て
の
力
を
発
揮
し
た
大
き
な
見
せ
場
で

し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
他
に
類
を
み
な
い
式

典
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

追
手
門
版
新
教
育
Ｗ
Ｉ
Ｌ

　
「
Ｗ
Ｉ
Ｌ
」
と
は
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ−
Ｉ
ｓ−

Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
の
略
で
す
。
本
学
独
自

の
造
語
で
す
。

新
教
育
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
趣
旨
は
、「
行
動
し
て
学

び
学
び
な
が
ら
行
動
す
る
」。
学
修
と
実
践

を
融
合
さ
せ
、
学
生
自
身
に
よ
る
「
学
び
あ

い
教
え
あ
い
」
を
通
じ
て
主
体
的
な
学
び
を

促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

新
教
育
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
実
現

　

新
教
育
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
推
進
に
当
た
り
、
本
学

で
は
、
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
、
オ
イ
ナ
ビ
、
電
子
図
書

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
と
は
、
す
べ
て
の
新
入
生
に
パ

ソ
コ
ン
の
持
参
を
求
め
、課
題
に
よ
る
予
習
・

復
習
の
促
進
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
可
能
に

す
る
環
境
整
備
の
こ
と
で
す
。

オ
イ
ナ
ビ

　

オ
イ
ナ
ビ
と
は
、
追
手
門
版
学
生
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
で
す
。
個
々
の
学
生
の
成
長
過
程

を
可
視
化
し
ま
す
。
学
生
自
身
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
教
職
員
か
ら
も
個
々
の
学
生
の
成

長
過
程
を
確
認
し
な
が
ら
、
全
学
で
学
生
の

成
長
を
支
え
る
し
く
み
で
す
。

電
子
図
書
シ
ス
テ
ム

　

電
子
図
書
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ

に
書
籍
情
報
を
取
り
込
ん
で
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
学
の
場
合
、
小
中
高
大
す
べ
て

連
携
し
て
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、
全

国
で
も
初
め
て
の
試
み
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

新
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
１
９
年
４
月
、
茨
木
市
総
持
寺
に
新

キ
ャ
ン
パ
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
追
手
門
版
新
教
育
Ｗ

Ｉ
Ｌ
実
現
の
た
め
の
も
の
で
す
。

　

学
院
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て

開
設
し
た
新
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
大
学
棟
（
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ク
）
は
、
大
空
を
貫
く
よ

う
に
、
逆
三
角
錐
の
形
状
を
し
た
モ
ダ
ン
で

斬
新
な
も
の
で
す
。
上
空
か
ら
見
る
と
正
三

角
形
を
し
て
お
り
、
そ
の
一
辺
は
周
年
に
ち

な
ん
で
１
３
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

1
階
の
Ｗ
Ｉ
Ｌ
ホ
ー
ル
と
名
づ
け
た
広
大

な
フ
ロ
ア
は
、
学
生
の
賑
わ
い
を
醸
成
す
る

多
目
的
ホ
ー
ル
で
す
。
朝
９
時
か
ら
始
ま
る

１
限
目
前
か
ら
、
大
勢
の
学
生
が
集
ま
り
、

「
学
び
あ
い
、
教
え
あ
い
」
に
よ
る
学
生
同

士
の
主
体
的
な
学
び
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
す
。

　

新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
す
る
場
合
、
建
物

を
分
散
さ
せ
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
す

べ
て
の
学
部
新
入
生
が
一
堂
に
会
し
、
賑
わ

い
を
醸
し
出
す
環
境
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
む
可
能
性
を
高
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｉ
Ｌ
ホ
ー
ル
を
囲
む
Ｗ
Ｉ
Ｌ
ス
タ
ジ
オ

は
、
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
発
表
を
す
る
場
と
し

て
や
、
夜
の
11
時
ま
で
、
資
格
試
験
の
勉
強

に
励
む
学
生
た
ち
の
集
う
場
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
予
測
困
難
な
時
代
と
い
わ

れ
る
未
来
社
会
を
支
え
る
若
者
た
ち
を
育
成

す
る
た
め
に
、「
学
び
あ
い
、
教
え
あ
い
」

と
い
う
学
生
同
士
に
よ
る
主
体
的
な
学
び
を

展
開
で
き
る
新
教
育
Ｗ
Ｉ
Ｌ
こ
そ
が
、
未
来

を
切
り
拓
く
教
育
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
棟
の
３
・
４
階
に
は
、
Ｗ
Ｉ
Ｌ
ホ
ー

ル
の
上
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
新

し
い
発
想
の
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。
図
書
館

の
中
心
は
三
方
を
階
段
に
囲
ま
れ
、
す
り
鉢

状
に
な
っ
て
お
り
、
聴
講
者
は
階
段
に
座
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

２
・
３
・
４
階
の
各
階
廊
下
も
、
単
な
る

通
路
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
階
ご

と
に
書
棚
を
配
し
、
椅
子
と
カ
ウ
ン
タ
ー
を

設
け
、
学
生
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
べ
る

環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
図
書
館

の
中
に
大
学
が
あ
る
と
い
っ
て
も
良
い
く
ら

い
、
学
生
は
本
に
触
れ
や
す
い
環
境
に
あ
り

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
も
電
子
図
書
シ
ス
テ

ム
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

未
来
社
会
を
切
り
拓
く

　

新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
追
手
門
学
院
の
未
来

を
見
据
え
た
新
教
育
展
開
の
た
め
に
開
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。
Ａ
Ｉ
時
代
の
到
来
を
踏
ま

え
、
予
測
困
難
な
未
来
を
自
ら
の
手
で
切
り

拓
い
て
い
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

未
来
を
切
り
拓
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材

を
育
成
し
ま
す
。

２
０
４
０
年
構
想

　

追
手
門
学
院
は
、
中
期
経
営
戦
略
の
み
な

ら
ず
、「
長
期
計
画
２
０
３
０
」
を
策
定
中

で
す
。
す
で
に
「
長
期
構
想
２
０
４
０
」
を

打
ち
出
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

長
期
構
想
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

大
学
教
育
が
日
本
を
変
え
ま
す
。追
大
は
、

大
学
教
育
そ
の
も
の
を
変
革
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
す
人
材
育
成
を
目
指
し

ま
す
。

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

川
原 

俊
明
（
か
わ
は
ら　

と
し
あ
き
）

２
０
１
１
年
、
理
事
長
就
任
。
２
０
１
７

年
か
ら
は
学
長
を
兼
務
。
弁
護
士
法
人

川
原
総
合
法
律
事
務
所
所
長
。

大学棟・アカデミックアーク
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―
―
研
究
者
に
な
ろ
う
と
し
た
き
っ
か
け
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

原
点
は
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の
「
人
の

た
め
に
な
る
仕
事
に
つ
き
な
さ
い
」
と
い
う

言
葉
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
を
受

け
て
、
看
護
の
道
に
進
ん
だ
私
は
、
病
院
勤

務
を
す
る
中
で
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
し
た
。

　

救
命
、
延
命
が
当
然
の
医
療
現
場
で
目
の

当
た
り
に
し
た
の
は
、
本
人
の
意
思
に
反
し

て
行
わ
れ
る
延
命
治
療
に
よ
り
最
期
ま
で
苦

し
む
姿
や
、
最
期
は
家
に
帰
り
た
い
と
い
う

願
い
が
一
蹴
さ
れ
る
現
状
で
し
た
。
最
大
限

の
治
療
や
延
命
が
〝
人
の
た
め
〟
と
思
っ
て

い
た
私
が
、
医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
と
き
で
し
た
。
そ
の
と
き
か
ら

〝
人
の
た
め
〟
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、

そ
れ
を
支
援
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の

か
の
探
究
が
始
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
病
い
や
死
を
中
心
に
捉
え
る
医
療

の
視
点
か
ら
、
人
と
し
て
生
ま
れ
生
き
老
い
る

視
点
を
含
め
た
「
生
老
病
死
」
の
視
点
の
重

要
性
を
感
じ
、
修
士
課
程
に
進
み
人
間
学
を

学
び
ま
し
た
。
現
在
は
、
本
人
が
望
む
生
き
方
、

老
い
方
、
治
療
、
最
期
が
迎
え
ら
れ
、
そ
の
人

ら
し
く
人
生
を
全
う
で
き
る
よ
う
な
医
療
や

福
祉
に
関
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、
本
奨
励

金
の
研
究
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
本
奨
励
金
は
、
こ
れ
ま
で
の
概
念
や
応

募
者
の
研
究
業
績
に
と
ら
わ
れ
ず
、
特
色
あ

る
独
創
的
な
研
究
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
本
多
先
生
の
研
究
は

ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
採
択
さ
れ
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
特
色
が
評
価
さ
れ
た
と
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
身
体
を
動
か

す
〝
動
的
活
動
〟
が
一
般
的
で
あ
る
中
、
身

体
を
動
か
さ
な
い
〝
静
的
活
動
〟
に
着
目
し

た
点
は
特
徴
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
活
動
素
材
に
日
本
の
歴
史
や
文
化
の
中

で
根
ざ
し
て
い
る
「
座
禅
」
を
選
択
し
た
点
も
、

理
論
と
実
践
が
結
び
つ
き
や
す
い
研
究
と
し

て
認
め
て
い
た
だ
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

併
せ
て
、
そ
の
活
動
効
果
を
こ
れ
ま
で
に

な
い
〝
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
〟
か
ら
立
証

す
る
点
、
特
に
、
メ
ン
タ
ル
ス
ト
レ
ス
を
背

負
う
が
ん
患
者
や
が
ん
経
験
者
（
サ
バ
イ

バ
ー
）
の
自
律
神
経
活
動
に
着
目
し
た
と
こ

ろ
に
特
色
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
、
こ
の
度
の
女
性
研
究
者
奨
励
金

の
〝
独
創
的
〟
な
観
点
に
合
致
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

―
―
「
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
は
多
様
な
人

財
の
育
成
を
図
る
観
点
か
ら
、
年
齢
制
限
を

設
け
ず
女
性
研
究
者
が
幅
広
く
応
募
で
き
る

よ
う
に
し
、
女
性
研
究
者
の
さ
ら
な
る
活
躍

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
女
性
研
究
者
の
代
表
と
し
て
、

本
多
先
生
の
研
究
者
と
し
て
の
将
来
の
夢
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
数
年
で
は
、
医
療
の
概
念
も
、「
メ

デ
ィ
カ
ル
」
か
ら
「
ヘ
ル
ス
」、「
キ
ュ
ア
」

だ
け
で
は
な
く
「
ケ
ア
」
へ
と
変
化
を
み
せ

て
お
り
、
人
と
し
て
健
康
で
幸
せ
な
一
生
を

送
る
た
め
に
、
福
祉
ま
で
見
据
え
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
究
に
お

い
て
、
医
療
や
介
護
現
場
で
実
践
で
き
る
安

全
か
つ
効
果
的
な
活
動
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
、

高
齢
者
や
患
者
に
と
っ
て
の〝
優
し
い
療
法
〟

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

座
禅
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
医
療

や
介
護
現
場
で
の
有
益
な
資
料
に
な
る
と
と

も
に
、
医
療
、
介
護
分
野
の
み
な
ら
ず
、
一

般
人
の
健
康
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
も

活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

患
者
や
利
用
者
、
家
族
の
希
望
を
理
解
し

て
、
そ
れ
が
叶
う
よ
う
な
生
活
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

―
―
本
年
５
月
に
本
奨
励
金
の
贈
呈
式
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
他
の
研
究
者
や
寄
付
企
業

の
方
と
懇
親
さ
れ
た
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

専
門
分
野
の
違
う
研
究
者
の
方
々
と
お
話

を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
研
究
の

幅
の
広
さ
と
面
白
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
一
人

ひ
と
り
の
顔
や
性
格
が
違
う
よ
う
に
、
研
究

も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
映
し
出
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
個
性
を
輝
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
そ
れ
ぞ
れ
の
（
研
究
）
畑
で
、
新
し
い
何

か
を
実
ら
せ
る
ま
で
の
過
程
は
容
易
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
他
の
研
究
者
に
学
び
な

が
ら
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

寄
付
企
業
の
皆
様
か
ら
は
、
研
究
年
数
や

実
績
は
関
係
な
く
研
究
者
の
一
人
と
し
て
、

興
味
、
関
心
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
研
究
へ

取
り
組
む
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

私
の
研
究
を
奨
励
い
た
だ
い
た
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
、
研
鑽
を
積
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
１
６
・
７
３
１
９

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

本多祥子講師……看護師として医療現場
で働くなかで、“人のため”の真の意味を考
えるようになる。現在は、“生老病死”の視
点から、最期までその人らしい生活ができ
る医療や福祉に関する研究に取り組んで
いる。

「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
受
賞
者
の
声

　

私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
大
学
の
教
育
・
研
究
の
未
来
を
担
う
人
財
の
育
成
を
目
的
と
し
た

「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
を
配
付
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
今
年
度
「
が
ん
サ
ロ
ン

の
患
者
を
対
象
と
し
た
座
禅
に
よ
る
自
律
神
経
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
」で「
女
性
研
究
者
奨
励
金
」

を
受
賞
し
た
、
静
岡
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部
講
師
の
本
多
祥
子
先
生
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

※採択、配付された研究課題一覧は、私学事業団ホームページ〔助成業務のご案内▶寄付金▶若手・女性研究者奨励金　配付研究課題一覧〕に掲載しています
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改
正
に
か
か
る
学
校
法
人
等
へ
の
通
知

　

改
正
内
容
の
詳
細
及
び
貸
付
利
率
変
更
に

伴
う
今
後
の
償
還
額
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

学
校
法
人
等
宛
て
に
通
知
文
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
通
知
文
は
、
私
学
共
済

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
用
ペ
ー
ジ
〕

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
以
降
の
貸
付
け
を
申
し
込
む
場
合
の

「
償
還
額
早
見
表
」
及
び
既
貸
付
者
の
定
期

償
還
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
償
還
額
早
見
表

　

11
月
か
ら
の
貸
付
け
の
申
込
金
額
に
対
す

る
１
回
当
た
り
の
償
還
額
に
つ
い
て
は
、
９

月
送
付
の
通
知
文
に
あ
る
「
償
還
額
早
見
表
」

を
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔
福
祉
事
業
▼
加
入
者
貸
付
▼
現

在
の
利
率
で
の
償
還
額
早
見
表
（
貸
付
設
定

額
：
１
回
当
た
り
の
償
還
額
及
び
償
還
回
数
）〕

に
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
既
貸
付
者
の
11
月
以
降
の
定
期
償
還
額

　

既
貸
付
者
は
、
11
月
分
の
定
期
償
還
か
ら

１
回
当
た
り
の
償
還
額
を
変
更
し
ま
す
。

　

今
後
の
既
貸
付
者
の
償
還
額
に
つ
い
て
は
、

10
月
送
付
の
通
知
文
に
同
封
し
た
「
11
月
１

日
利
率
変
更
に
伴
う
償
還
額
一
覧
表
（
令
和
１

年
11
月
通
知
分
よ
り
）」
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
新
利
率
適
用
後
の
償
還
額
の
元
利

金
内
訳
を
記
載
し
た「
貸
付（
変
更
）通
知
書（
償

還
明
細
表
）」
を
こ
の
通
知
文
に
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
、
既
貸
付
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
償
還
額
一
覧
表
に
は
、「
平
成

８
年
２
月
の
貸
付
規
則
の
一
部
改
正
に
お
い

て
固
定
利
率
を
選
択
し
た
既
貸
付
者
」
及
び

「
特
例
住
宅
・
特
例
災
害
貸
付
の
既
貸
付
者
」

に
つ
い
て
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

11
月
以
降
の
貸
付
け
の
申
し
込
み

●
教
育
貸
付
の
貸
付
金
額
の
刻
み

　

教
育
貸
付
の
貸
付
金
額
（
申
込
金
額
）
が

５
０
０
万
円
（
貸
付
限
度
額
）
ま
で
、
す
べ

て
５
万
円
刻
み
に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
償
還
回
数
は
、
５
万
円
か
ら
１
５
０ 

万
円
ま
で
が
60
回
、
１
５
５
万
円
か
ら
３
０
０ 

万
円
ま
で
が
１
２
０
回
、
３
０
５
万
円
か
ら

５
０
０
万
円
ま
で
が
１
８
０
回
と
な
り
ま
す
。

●
医
療
・
介
護
貸
付

　

介
護
に
か
か
る
費
用
が
臨
時
に
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
要

件
と
し
て
「
申
し
込
み
事
由
の
対
象
者
が
介

護
認
定
（
要
支
援
以
上
）
を
受
け
、
介
護
保

険
制
度
対
象
の
施
設
に
入
所
又
は
利
用
す
る

た
め
の
資
金
を
必
要
と
す
る
場
合
」
を
追
加

す
る
と
と
も
に
、
貸
付
限
度
額
を
２
０
０
万

円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

・
介
護
を
確
認
す
る
添
付
書
類

　

申
し
込
み
事
由
が
介
護
費
用
の
場
合
、
要

支
援
・
要
介
護
認
定
区
分
を
証
明
す
る
書
類

及
び
介
護
施
設
へ
の
入
所
又
は
利
用
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
施
設
へ
の
入
所
や
利
用
の
対

象
者
が
加
入
者
の
被
扶
養
者
で
な
い
配
偶

者
、
子
、
父
母
、
孫
又
は
兄
弟
姉
妹
の
場
合
は
、

加
入
者
と
の
関
係
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
医
療
・
介
護
貸
付
の
償
還
回
数

　

償
還
回
数
は
、
５
万
円
か
ら
１
５
０
万
円

ま
で
が
60
回
、
１
５
５
万
円
か
ら
２
０
０
万

円
ま
で
が
１
２
０
回
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
時
の
確
認
書
類
等
の
提
出

　

貸
付
け
の
申
込
時
に
は
、
貸
付
種
類
ご
と

に
要
件
を
確
認
す
る
た
め
の
書
類
添
付
を
義

務
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
住
宅
貸
付
」
と
「
２
０
０
万
円
を

超
え
る
教
育
貸
付
」
に
つ
い
て
は
、
申
込
金
額

が
必
要
な
資
金
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
、
費
用
の
内
容
及
び
詳
細
な
内

訳
が
記
載
さ
れ
た
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

今
後
は
、「
一
般
貸
付
」
な
ど
「
住
宅
貸
付
」

や
「
教
育
貸
付
」
以
外
で
も
金
額
に
か
か
わ
ら

ず
、
審
査
の
過
程
で
費
用
の
内
容
を
確
認
す
る

た
め
、
書
類
等
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●�

「
貸
付
申
込
書
」、「
借
用
証
書
」
の
様
式
用

紙
の
変
更

　

貸
付
規
則
の
改
正
に
伴
い
「
貸
付
申
込
書
」

及
び
「
借
用
証
書
」
も
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
以
降
も
旧
用
紙
は
使
用
可
能

で
す
が
、「
医
療
・
介
護
貸
付
」
を
申
し
込
む

際
は
、貸
付
名
称
と
償
還
回
数
の
欄
を
、追
記・

修
正
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様
式

用
紙
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
貸
付
関
係
）〕
の

用
紙
も
準
備
が
整
い
次
第
、
切
り
替
え
ま
す
。

　

本
誌
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
被
扶
養
者
の
認
定
要
件

が
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
私
学
共

済
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
が

元
年
10
月
８
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
に
住
所
が
な
い
た
め
、
被
扶
養
者
の

要
件
を
欠
く
人
は
「
被
扶
養
者
取
消
申
請
書

DL
」
を
、
国
内
に
住
所
は
な
い
が
、
例
外
と 

し
て
被
扶
養
者
と
な
る
人
は
「
例
外
該
当
・
不 

該
当
届
DL
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
書
類
の 

提
出
は
法
律
の
施
行
前
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
細
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
12
月
に
学
校
法
人
等
宛

て
に
通
知
文
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

国
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
が

被
扶
養
者
の
認
定
要
件
に

加
わ
り
ま
す

資
格
課

 　　本文にあるDLマークのある用紙は、私学共済ホームページ〔様式用紙等のダウンロード〕からダウンロードできます。

　

令
和
元
年
11
月
１
日
に
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

　
貸
付
利
率
に
つ
い
て
は
、
11
月
以
降
の
貸
付
利
率
を
年
１・26
％
（
災
害
貸
付
は
年
１・00
％
）

に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
な
貸
付
利
率
は
、
既
貸
付
者
の
償
還
中
の
貸
付
け
に
も
適
用
し
ま
す
。

貸
付
規
則
を
一
部
改
正
し
ま
す

　
　
令
和
元
年
11
月
１
日
改
正

福
祉
部　

貸
付
課
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患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改

善
に
資
す
る
た
め
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）

医
薬
品
の
使
用
促
進
を
目
的
と
し
て
、「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
」（
以
下
「
差

額
通
知
」
と
い
い
ま
す
）
を
学
校
法
人
等
宛

て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
通
知
対
象
と
な
る

加
入
者
等
へ
配
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
発
医
薬
品
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
や
調
剤

薬
局
の
窓
口
で
支
払
う
加
入
者
等
の
自
己
負

担
額
及
び
私
学
事
業
団
が
負
担
す
る
医
療
費

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
差
額
通
知
の

実
施
に
よ
り
、
使
用
率
・
医
療
費
削
減
額
に

お
い
て
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
の
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

実
施
内
容

　

平
成
31
年
４
月
～
令
和
元
年
８
月
の
間
に

先
発
医
薬
品
を
処
方
さ
れ
服
用
し
て
い
る
加

入
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
（
※
）
の
う
ち
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
た
場
合

に
、
自
己
負
担
額
の
軽
減
が
一
定
額
以
上
見

込
ま
れ
る
人
に
対
し
、
ど
の
く
ら
い
薬
代
が

軽
減
で
き
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

任
意
継
続
加
入
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
は

除
き
ま
す
。

●
次
の
人
は
通
知
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

◦�

が
ん
や
精
神
疾
患
等
の
疾
病
、
風
邪
な
ど

の
短
期
的
な
処
方
に
使
用
さ
れ
る
薬
を
服

用
し
て
い
る
人

◦�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
存
在
し
な
い
薬

を
服
用
し
て
い
る
人

◦�

す
で
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方
さ

れ
て
い
る
人

 
送
付
方
法
・
送
付
先

　

加
入
者
及
び
被
扶
養
者
ご
と
に
個
別
封
筒

で
、
親
展
扱
い
と
し
て
所
属
す
る
学
校
法
人

等
へ
送
付
し
ま
す
。
個
別
封
筒
に
は
、
差
額

通
知
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
封
入
し
て
い
ま
す
。

●
お
願
い

◦�

学
校
法
人
等
か
ら
加
入
者
へ
個
別
封
筒
を

渡
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

被
扶
養
者
分
の
個
別
封
筒
も
学
校
法
人
等

か
ら
加
入
者
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
別
封
筒
は
親
展
扱
い
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
開
封
せ
ず
に
必
ず
被
扶
養
者

（
小
さ
な
子
ど
も
は
除
き
ま
す
）
に
渡
す
よ

う
、
加
入
者
に
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

 

送
付
の
時
期

　

元
年
12
月
中
旬

 

通
知
を
希
望
し
な
い
場
合

　

差
額
通
知
の
送
付
を
希
望
し
な
い
加
入
者

や
被
扶
養
者
が
い
る
場
合
は
、
個
別
に
文
書

又
は
電
話
で
、
短
期
給
付
課
療
養
給
付
係
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
（
す
で
に
連
絡
を
し

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）。

  

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
率
と

差
額
通
知
の
効
果
（
医
療
費
削
減
額
） 

　

差
額
通
知
開
始
後
の
本
事
業
団
に
お
け
る

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
率（
図
参
照
）

は
平
成
27
年
度
実
施
時
の
58
・
１
％
か
ら
平

成
30
年
度
末
に
は
75
・
８
％
と
順
調
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
効
果
と
し
て
本
事
業
団
が
負

担
す
る
医
療
費
は
、
平
成
30
年
１
月
～
平
成

31
年
３
月
診
療
分
の
累
計
で
約
７
億
３
９
４

１
万
円
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
の
次
な
る
目
標
で
あ
る
「
令

和
２
年
９
月
ま
で
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
率
80
％
」
の
達
成
の
た
め
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
意
思

表
示
に
役
立
つ
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お

願
い
カ
ー
ド
」
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔
ご
存
知
で
す
か
？
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
〕
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

業
務
部　
短
期
給
付
課

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品
差
額
通
知
書
を

12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

　
　
　
～
対
象
者
へ
の
配
付
を
お
願
い
し
ま
す
～

表面

ジェネリック医薬品お願いカード

裏面

図　私学事業団におけるジェネリック医薬品の使用率の推移

※使用率は、院外処方（調剤レセプト）からジェネリック医薬品の
ある医薬品のみを対象に算出しており、院内処方による医薬品を
除きます。
※薬価基準告知上の規格単位ごとに数えた数量で計算しています。

使用率＝
「後発医薬品」

「後発品への変更可能な先発医薬品」+「後発医薬品」

50％

60％

70％

80％

平成28年度 平成29年度
6月12月当初 3月 3月 9月

平成30年度 令和元年度

令和 2年 9月目標

令和2年度

平成29年
6月目標

58.1％

63.1％ 70.7％
75.8％
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私
学
共
済
事
務
担
当
者
研
修
会
は
、
事
務

担
当
者
に
、
私
学
共
済
制
度
の
業
務
内
容
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
全
国
の
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
22
回（「
資

格
・
短
期
」
コ
ー
ス
11
回
、「
年
金
」
コ
ー
ス

11
回
）
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
及
び
会
場
等 

　

10
月
分
掛
金
等
納
付
通
知
書
（
11
月
中
旬

送
付
）
に
同
封
す
る
「
開
催
案
内
（
参
加
申

込
書
付
）」
又
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔
事
務
担
当
者
用
ペ
ー
ジ
▼
お
知
ら
せ
〕
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
参
加
対
象
者

　

学
校
法
人
等
の
私
学
共
済
事
務
担
当
者

　
（
加
入
者
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
研
修
内
容

　

資
格
関
係
・
短
期
給
付
関
係
及
び
年
金
等

給
付
関
係
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
及
び
「
事

務
の
手
引
」
を
基
に
、
講
義
形
式
に
よ
り�

基
礎
的
な
業
務
内
容
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

●
参
加
費

　

１
コ
ー
ス
に
つ
き
１
０
０
０
円

●
研
修
時
間

　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

●
申
し
込
み
方
法
等

⑴　

研
修
コ
ー
ス

　
「
資
格
・
短
期
」
コ
ー
ス
及
び
「
年
金
」�

コ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
、
各
学
校
２
名
ま
で
申

し
込
み
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
同
じ
人
が
同
一
コ
ー
ス
に
重
複

し
て
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑵　

申
込
期
限

　

開
催
案
内
に
あ
る
「
令
和
元
年
度　

第
２

回
私
学
共
済
事
務
担
当
者
研
修
会
参
加
申

込
書
」
を
、
11
月
29
日
（
金
）【
必
着
】
で
、

私
学
事
業
団
共
済
事
業
本
部
宛
て
に
郵
送
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⑶　

参
加
通
知

　

参
加
の
可
否
は
、
12
月
中
旬
に
学
校
法
人

等
宛
て
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

◦�

各
コ
ー
ス
の
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

◦�

応
募
者
が
著
し
く
少
な
い
コ
ー
ス
は
、
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

詳
し
く
は
、私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔
短

期
給
付
（
健
康
保
険
）
▼
病
気
や
ケ
ガ
を

し
た
▼
医
療
費
負
担
の
軽
減
▼
高
額
療
養

費
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
が
、
有
効
期
限
到
来
後
も
引
き
続
き
限

度
額
適
用
認
定
証
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

次
の
更
新
（
継
続
）
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
更
新
（
継
続
）
手
続
き

　
「
限
度
額
適
用
認
定
申
請
書
DL
」
に
あ
る

「
継
続
」
の
文
字
を
○
で
囲
み
、
所
定
事
項

を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
有
効
期
限
が
到
来

す
る
２
週
間
前
を
目
途
に
、
学
校
法
人
等
を

通
し
て
（
任
意
継
続
加
入
者
は
直
接
）、
私

学
事
業
団
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

令
和
元
年
12
月
31
日
に
有
効
期
限
が
到
来

す
る
人
の
事
前
更
新
（
継
続
）
手
続
き

　

元
年
12
月
31
日
に
有
効
期
限
が
到
来
す
る

人
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
年
内
に
交
付

で
き
る
よ
う
、
例
外
的
に
11
月
８
日
（
金
）

～
12
月
13
日
（
金
）
ま
で
事
前
受
付
を
行
い

ま
す
。「
限
度
額
適
用
認
定
申
請
書
DL
」
の

右
上
余
白
に
朱
書
き
で
「
事
前
継
続
」
と
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
受
給
者
に
か
か
る
高
額
療
養
費
（
外

来
年
間
合
算
）
の
一
斉
計
算
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

●
一
斉
計
算
の
対
象
と
な
る
人

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◦ 

高
齢
受
給
者
（
70
～
74
歳
）
の
う
ち
、
令

和
元
年
７
月
31
日
時
点
で
、
所
得
区
分
が

「
一
般
所
得
者
」
及
び
「
低
所
得
者
」
で

あ
る
加
入
者
及
び
被
扶
養
者

◦ 

計
算
期
間
で
あ
る
平
成
30
年
８
月
１
日
～ 

令
和
元
年
７
月
31
日
ま
で
引
き
続
い
て
私 

学
共
済
制
度
の
加
入
者
又
は
被
扶
養
者
で 

あ
る
人

●
手
続
き
及
び
支
給
方
法

　

計
算
は
、
私
学
事
業
団
で
自
動
的
に
行
い

ま
す
の
で
、請
求
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

計
算
の
結
果
、「
高
額
療
養
費
（
外
来
年

間
合
算
）」
の
支
給
対
象
と
な
る
人
に
は
、

11
月
下
旬
（
予
定
）
に
、
学
校
法
人
等
を
通

し
て
（
任
意
継
続
加
入
者
は
直
接
）
通
知
及

び
支
給
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

　

元
年
７
月
31
日
時
点
で
現
役
並
み
所
得
者

で
あ
る
加
入
者
又
は
被
扶
養
者
や
、
計
算
期

間
中
に
私
学
共
済
制
度
以
外
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
期
間
が
あ
る
人
は
一
斉
計
算

限
度
額
適
用
認
定
証
の

更
新
（
継
続
）
の
手
続
き

業
務
部　

短
期
給
付
課

高
齢
受
給
者
に
か
か
る
高
額
療
養

費
（
外
来
年
間
合
算
）

業
務
部　

短
期
給
付
課

令
和
元
年
度　
第
２
回

私 
学 

共 

済 

事 

務 

担 

当 

者 

研 

修 

会

　
　

 
１
月
７
日
（
火
）
～
１
月
24
日
（
金
）

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

相
談
班
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父母を認定する場合の収入限度額の合算額の例
いずれの事例も、加入者の年収見込み額が父母の収入合計額を上回っていると仮定します。

事例Ａ 所得の種類 収入 収入限度額 ➡�父母のそれぞれの収入額、父母の世
帯収入のいずれも、収入限度額（合
算額）未満なので、父母ともに被扶
養者として認定できます。

父　62歳 公的年金等 170万円 ＜ 180万円

母　61歳 パート収入（年金なし） 80万円 ＜ 130万円

父母の世帯収入 250万円 ＜ 310万円

事例Ｂ 所得の種類 収入 収入限度額 ➡�父母の世帯収入は収入限度額の合算
額未満で、母は収入が収入限度額未
満なので被扶養者として認定できま
すが、父の収入は収入限度額以上の
ため被扶養者として認定できません。

父　68歳 公的年金等 190万円 ＞ 180万円

母　65歳 公的年金等 130万円 ＜ 180万円

父母の世帯収入 320万円 ＜ 360万円

事例Ｃ 所得の種類 収入 収入限度額 ➡�母の収入は収入限度額未満ですが、
父母の世帯収入（370万円）が父母の
世帯収入限度額の合算額（360万円）
より多いので、父母ともに被扶養者
として認定できません。

父　70歳 公的年金等 250万円 ＞ 180万円

母　68歳 公的年金等 120万円 ＜ 180万円

父母の世帯収入 370万円 ＞ 360万円

被扶養者の収入限度額
収入の内訳 60歳未満 60歳以上

給与収入だけの人 130万円未満 130万円未満
給与収入以外（年金収入を除きます）の所得のある人 130万円未満 130万円未満
障害年金（公的年金）を受給している人 180万円未満 180万円未満
老齢・退職・遺族年金等（公的年金）を受給している人 130万円未満 180万円未満

私と同居している母親（58歳、国民健康保険加入）は、父が亡くなっているため遺族年金（100万円）
を受給しています。被扶養者として認定を受けるためにはどんな書類が必要になりますか？

添　付　書　類 内　　　容
①�母親の戸籍謄本 母親の氏名・生年月日及び父親が亡くなっていることを確認します。

②�加入者の戸籍抄本 続柄を確認します。

③�母親の遺族年金に関する最新の
改定通知書の写し 母親の遺族年金の年金収入を確認します。

④�母親の最新の非課税証明書 母親に年金以外の収入がまったくないことを確認します。

⑤�母親の国民健康保険の保険証の
写し 母親が加入している健康保険を確認します。

⑥�母親を扶養する具体的な理由書
　（加入者の記名・押印が必要）

同居・別居の状況、他に扶養しうる人の有無やその人の状況等、加入者が生計を維持
している実態について確認します。

　　　�　母親の収入や健康保険の状況、主として加入者の収入により生計
を維持していることが確認できれば、認定できます。母親が60歳未
満の場合は収入限度額が130万円未満となり、年金以外の収入を証
明する書類も必要です。

　　　　必要な添付書類は次のとおりです。

A

　母親が60歳以上で公的年金等を受給している場合は、収入限度額が180万円未満となりま
す。また、配偶者が死亡している60歳以上の人は、遺族年金等とそれ以外の年金の受給状況
について個別に確認します。

Q2

ポイント
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　被扶養者認定申請事例の最終回となる今回は、父母の認定について説明します。
　被扶養者の基本的な事項は、「令和元年版　事務の手引」101頁第７章を参照してください。

被扶養者認定申請事例（父母の認定）
業務部　資格課

　　　�　父親の退職を事由として母親を被扶養者に認定することができます。ただ
し、父親は配偶者である母親を優先して扶養する立場にあるため、父親の収
入や健康保険の状況を確認のうえ、主として加入者の収入により生計を維持
していることが確認できる場合に限られます。

　　　　今回の事例は、以下1）2）3）の確認により被扶養者として認定できます。

��父親（65歳）が会社を退職しました。退職後は200万円の年金収入のみとなります。また、健康
保険の任意継続はせず国民健康保険に入ります。父親は収入限度額（180万円）以上の収入があ
るので、被扶養者にはなれないと思いますが、これまで父親の被扶養者となっていた母親（60歳）
を私（加入者）の被扶養者にできますか。母親は年金も他の収入もありません。なお、私の収入
は600万円で、両親とは別居していますが、月に10万円の仕送りをしています。

Q1

A

今回の事例 確認内容

１）母親は60歳以上だが、現在年金を受けておらず他の収入もない。
60歳以上の場合の収入限度額は、公的年金収入がないときは130万円未
満であり、母親の収入は限度額未満である（公的年金収入があるときの
限度額は年収180万円未満。12頁被扶養者の収入限度額参照）。

２）父親は退職後に健康保険の任意継続はしない（国民健康保険に加入する）。 父親は被用者健康保険に加入せず、国民健康保険の適用である。

３）
父母の世帯収入は200万円（父親200万円
＋母親無収入）で、加入者の年収見込み額
は600万円である。

父母の収入限度額の合算額は310万円（父親180万円＋母親130万円）な
ので、父母の世帯収入は限度額を下回っている。かつ、父母の世帯収入は、
加入者の年収見込み額よりも少ない。

　　必要な添付書類は次のとおりです。
添　付　書　類 内　　　容

①加入者及び母親の戸籍謄本 続柄及び母親の生年月日、父親の状況を確認します。

②�父親の雇用保険離職票の写し又は退職証明書 父親の退職年月日を確認します。

③父親の国民健康保険証の写し 父親が被用者健康保険制度に加入していないことを確認します。

④母親の最新の非課税証明書 母親に年金以外の収入がまったくないことを確認します。

⑤�母親が公的年金を受給していない理由を記載
した口述書（母親の記名・押印が必要）

60歳以上の人を被扶養者認定する際は、年金の受給状況を確認するため、
母親が公的年金を受給していない理由を確認します。

⑥�父親の退職後の年金額が分かる改定通知書の
写し 父親の退職後の収入を確認します。

⑦�母親を扶養する具体的な理由書（加入者の記
名・押印が必要）

同居・別居の状況、仕送りの状況、他に扶養しうる人の有無やその人の
状況等、加入者が生計を維持している実態について確認します。

　母親の収入が限度額未満であっても、扶養義務には優先順位があり、夫婦相互扶助義務の
観点から、父親に被用者健康保険（任意継続を含みます）の適用がある場合は母親を加入者
の被扶養者として認定できません。また、父母の世帯収入が父母それぞれに適用される収入
限度額の合算額を上回っている場合や、加入者の収入より多い場合も被扶養者として認定で
きません。

ポイント
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共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

共済業務

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）

標準報酬月額の算定にかかる報酬の報告
内容の点検結果の回答のお礼

　９月20日付けで送付しました「標準報酬月額の算定に
かかる報酬の報告内容の点検結果の報告」にかかる回答
書の提出につきましては、ご協力いただきありがとうご
ざいました。
　集計結果は、後日私学共済ホームページ等でお知らせ
する予定です。� 【業務部　資格課】

子ども・子育て拠出金の納付対象基準額が
決定しました

　令和元年の定時決定による基準額は181万円（前年は
180万円）となりました。
　10月調定時に加入者保険料にかかる標準報酬月額の合
計が181万円以上となる学校法人等は、元年10月分〜２
年９月分までの間、掛金等と合わせて子ども・子育て拠
出金を納付することになります。納付額については、「掛
金等及び子ども・子育て拠出金納付通知書」で通知しま
す。� 【業務部　掛金課】

年内の手続き書類の受け付け・処理

　年内の共済業務の書類等の受け付け及び処理は、次の
とおりです。
　下記の予定は、書類等に不備がなく処理された場合を
前提としています。
　また、年末の業務は12月27日（金）までとなっています
ので、手続きに際しては余裕をもって書類等を提出してく
ださい。
●資格関係
◦�加入者証、加入者被扶養者証の交付や、資格関係の確
認通知書は、12月11日（水）受付分までを12月20日（金）
に発送する予定です。
◦�資格取得や資格喪失による掛金等は、12月17日（火）
受付分までを、12月分掛金等の調定（１月送付分）に
反映する予定です。� 【業務部　資格課】
●短期給付関係
◦�短期給付関係の請求は、11月26日（火）受付分までを
年内に送金する予定です。� 【業務部　短期給付課】

●貸付関係
◦�年内最終送金（12月23日（月））の貸付け申し込みは、
11月29日（金）締め切りです。�� 【福祉部　貸付課】

被扶養者再審査・加入者証等検認の
提出期限

　被扶養者の再審査（西日本ブロックのみ）の回答書と、
加入者証等の検認（東日本・西日本両ブロック）の結果
報告書の提出期限は11月15日（金）必着です。
　被扶養者再審査回答書が未提出の場合、生計維持関係
がすでに失われているとみなして、職務権限により被扶
養者を取り消しますので注意してください。
� 【業務部　資格課】

積立共済年金・共済定期保険の
後期加入申込期間

　後期加入申込期間は、積立共済年金・共済定期保険と
もに11月１日（金）〜11月29日（金）までとなります。
新規加入・加入内容の変更等をする場合は、加入申込期
間内に申し込んでください。� 【福祉部　保健課】

１日（金） 積立共済年金･共済定期保険 �後期加入申し込み開始
５日（火） 貸付 �送金
６日（水） 貸付 �10月分定期償還期限
８日（金） 貯金 �払込期限（必着）

15日（金） アイリスプラン �年金コース加入・変更申し込み締め切り
貸付 �12月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

20日（水） 貯金 �送金
22日（金） 貸付 �送金

25日（月） 貯金 �払戻・解約請求締め切り
積立共済年金 �脱退申出等締め切り

28日（木） 掛金等 �10月分掛金等口座振替（自振校のみ）
貸付 �11月分定期償還口座振替（自振校のみ）

29日（金） 積立共済年金･共済定期保険 �後期加入申し込み締め切り
貸付 �12月23日送金申し込み締め切り

２日（月） 掛金等 �10月分納期限
貸付 �送金

６日（金） 貸付 �11月分定期償還期限
10日（火） 貯金 �払込期限（必着）
13日（金） 貸付 �１月６日送金申し込み・任意償還申出締め切り

の共済業務スケジュール11

の共済業務スケジュール12
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INFORMATION （「月報私学」はホームページにも掲載しています）

私学振興事業本部
〒102 - 8145　東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

人事異動
◆役員
　監事
　令和元年９月30日付
　退　任� 武　井　　　裕

　令和元年10月１日付
　新　任� 永和田　隆　一

「平成30年度　学術研究振興資金
学術研究報告」を作成しました

　平成30年度に配付した学術研究振興資金の研究課題に
ついて、その研究成果を取りまとめ、「平成30年度学術
研究振興資金　学術研究報告」（CD−
ROM）を作成しました。
　収録したデータは、私学事業団ホー
ムページにも掲載しますが、CD−ROM
の送付を希望される場合は、助成部寄
付金課までお問い合わせください。
	 		【助成部　寄付金課】
	 　☎03（3230）7319・7320　
	 Eメール　kifukin@shigaku.go.jp

「月報私学」特集記事
「魅力あふれる学校づくりを目指して」の募集
　　「月報私学」では、学校法人のさまざまな取り組み
などを特集記事「魅力あふれる学校づくりを目指して」
で紹介しています。学校法人での改革事例等を投稿して
くださる方を募集しています。

　大学のみならず専修学校や幼稚園の改革事例等も募集
していますので、詳しくは私学事業団ホームページ〔広
報誌・刊行物一覧▶月報私学▶特集記事募集〕をご覧く
ださい。
　また、過去に掲載した記事の一覧を、「連載記事のアー
カイブ」として掲載していますので、そちらも参考にし
てください。
　皆様からの応募をお待ちしています。

　◆ 過去の掲載記事 ◆
掲 載 号 掲 載 法 人 タ　イ　ト　ル

平成30年11月号
(VOL.251) 南光学園 新たな人間づくりの教育を目指

して魅力創り
平成30年12月号
(VOL.252) 東邦大学 「選ばれる学校」「選ばれる病院」

を目指して
平成31年1月号
(VOL.253) 興国学園 創立90周年≪オンリーワン教

育≫を振り返る
令和元年7月号
(VOL.259) しずわでら学園 原点に立ち返ることで生まれた

ふじおかメソッド

令和元年9月号
(VOL.261) 京都橘学園

「自立・共生・臨床の知」の理
念による社会的課題に取り組む
人材の育成

	 【応募・問い合わせ先】　　　　　　　　　　
	 〒102-8145　　　　　　　　　　　　　
	 東京都千代田区富士見１-10-12　　　　
	 　日本私立学校振興・共済事業団	企画室
	 　☎03（3230）7809～7811 　　　　　　
	 　Eメール　kikaku@shigaku.go.jp　　　

お　見　舞　い
　令和元年８月の前線に伴う大雨並びに台風15号と台風19号により被害を受けられた�
皆様へ、心よりお見舞い申し上げます。
　私学事業団では、被害を受けられた学校法人等、加入者、被扶養者及び年金受給者の
皆様を全力で支援してまいります。
　被害を受けられた皆様の安全と被災地の一日も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。
　このたびの災害に関する本事業団の対応については、私学事業団ホームページ�
（https://www.shigaku.go.jp/）〔災害への対応〕をご覧いただき、ご不明な点等がありま
したら各担当課までお問い合わせください。
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災害復旧事業に対する融資制度について
私学事業団では、被災された学校法人等の円滑かつ迅速な復
旧のための支援策として、災害復旧事業に対する低利融資制
度を設けています。

校舎、園舎などの建築や土地の購入、機器備品の購入な
ど、一般の融資金利は以下の通りです。施設設備の整備
の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

問い合わせ先（私学振興事業本部）

■主な事業と融資金利（令和元年10月現在）

主な事業内容
返済期間（据置年数含む）

30年以内 20年以内 10年以内 ６年以内

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％

0.60 0.36 0.302 0.402

寄宿舎などの
建築・用地取得 0.70 0.46 0.402 ―

園バスや備品
などの購入 ― ― 0.302

（5.5年以内）

0.302
※�返済期間が30年以内（21年以上）の融資は、1貸付契約あたりの融資額が
10億円以上の場合にご利用いただけます。また、木造建築については、対
象となりません。
※�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

◆融資条件（令和元年10月現在）

融資費目 対象となる事業
返済期間
（据置年数
含む）

融資金利

災害復旧費
（特別災害）

激甚災害に指定され、国か
ら補助金の交付を受ける災
害復旧事業（施設・設備等
の原形復旧）

25年
以内

年％

0.06

災害復旧費
（一般災害）

特別災害以外の災害復旧事
業（施設・設備等の原形復旧）

20年
以内 0.06

教育環境整備費
（災害復旧経営資金）

激甚災害（本激）により被
災し、被害の程度の著しい
学校法人の円滑かつ迅速な
復旧のため、緊急に必要な
資金

７年
以内 0.001

※�本事業団の借入金の償還金（利息、延滞金を含みます）を滞納している法人、紛争、
法令違反などの状態にある法人等は、原則として対象とはなりません。

融資部融資課　☎03（3230）7862～7868
Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

融資事業のご案内

宿泊施設のご案内 加入者の予約は公式ホームページ
予約が断然お得です！

詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm
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少し遠くに、でも素敵に・・・・・

ナイスビュー眺望プラン（１日５室限定）
東京スカイツリーが見える部屋のプランです。
１名様でもゆっくり、２名様のカップルにもおすすめです。

１泊素泊まり（１名１室／１名様）5,800円～
　　　　　　（２名１室／１名様）3,500円～
取扱期間：通年（年末年始を除きます）
※悪天候によってはツリーが見えない場合があります。

名古屋ガーデンパレスにある熱田神宮のご分霊が奉祀された神殿「蓬莱
殿」で初参りはいかがでしょうか。また、令和２年１月１日～３日の間、
神殿のある５階では、ぜんざいや甘酒など、楽しいイベントを開催予定
です。ぜひお越しください。

年末年始特別宿泊プラン
朝食は和洋バイキング、夕食は年末年始の特別料理を和食レストラン 
又は洋食レストランにてお召し上がりください。

１泊２食付（２名１室／１名様）16,000円～
取扱期間：令和元年 12月 28日～ 2年 1月 5日

〒113-0034　東京都文京区湯島1-7-5　☎03（3813）6211（代表）
JR「御茶ノ水」駅・東京メトロ丸ノ内線「御茶ノ水」駅・東京メトロ千代田線「新御茶ノ水」
駅下車、それぞれ徒歩５分　https://www.hotelgp-tokyo.com/

〒460-0003　名古屋市中区錦3-11-13　☎052（957）1022（代表）
JR「名古屋」駅から地下鉄東山線「栄」駅、地下鉄桜通線「久屋大通」駅、「丸の内」駅下車、それぞれ徒歩
５分。又は地下鉄鶴舞線・東山線「伏見」駅下車、徒歩８分　https://www.hotelgp-nagoya.com/
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編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7809～7811（企画室）

（禁無断転載）　

客室から押上方面を望む（イメージ）

　
（上）蓬莱殿
（左）ぜんざい（イメージ）




